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リスク量の算出
Magnitude では，シミュレーションで求められた，
年間損失額のデータセットの統計量（平均値や各
パーセンタイル点）を以ってオペレーショナル・リ
スク量とします．

典型的には 10,000 ～ 100,000 回の
シミュレーションを想定しています．

シミュレーション

Poisson 分布など

頻度分布
各損失データに付与され
ている「発生周期」を勘
案した年間の損失事象の
発生頻度を求め，それを
パラメータとした頻度分
布（Poisson 分布）を定
義します．

一様乱数
Mersenne Twister アルゴ
リズムによる，高品質な
一様乱数を，頻度分布に
従う乱数の数だけ発生さ
せます．
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パラメトリック
ノンパラメトリック｛

損失額分布
Magnitude では，経験的確率を付
与して定義された損失額分布をそ
のまま用いる「ノン・パラメトリッ
ク」手法と，適当な連続的確率分
布関数をフィットさせる「パラメ
トリック」手法に対応しています．
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Olap 機能
損失データをビジネスラインや損失
タイプなど，任意階層数の「セル」
に分類し，各セル毎に独立にオペ
レーショナル・リスクを算出します．

損失額分布
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今後1年のオペレーショナル・リスクを算出損失事象を蓄積

損失データは，「内部損失」と「シナリオ損失」の
二種類を扱います．Magnitude では「全データ」，「内
部損失のみ」，「シナリオ損失のみ」，そしてそれら
の「合成」オペレーショナル・リスクを算出します．
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